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道の取組

 内閣官房「孤独・孤立対策官民連携プラットフォーム推進事業」(モデル事業)

令和４年度

• プラットフォーム設立準備会の開催
• アンケート等による実態把握
• シンポジウムの開催
• 支援制度や支援を行う民間団体等の情報の一元化

令和５年度

令和４年度の検討を元に、

 「ほっかいどう孤独・孤立対策官民連携プラットフォーム」を設立（10月)
道と民間支援団体からなる幹事会員(14団体)、市町村等の会員(368団体)

 第１回プラットフォーム会議を開催（10月）

令和５年６月 孤独・孤立対策推進法の公布

設立準備会 支援情報ナビ

 内閣官房「孤独・孤立対策官民連携プラットフォーム推進事業」(モデル事業)

• 広報ツール作成
• 啓発イベント（休日のショッピングモール）
• 支援職員向け研修（大ホール）
• 各地域のプラットフォームのあり方検討

動画 啓発イベント

ロゴマーク
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道の取組

令和６年度 令和６年４月 孤独・孤立対策推進法 施行

 国の「孤独・孤立対策強化月間（５月）にあわせて広報を実施

 コンビニエンスストアの店内放送
 自動販売機電光掲示板メッセージ
 街頭大型ビジョンで広報動画放映
 道庁１階で展示を実施

など

道庁１階特設展示
道庁１階デジタルサイネージ

 ほっかいどう孤独・孤立対策官民連携プラットフォーム

 電気、ガス等ライフライン事業者、新
聞販売、不動産団体など、新たな会員
が加入

 プラットフォーム会議を開催(６月)
 広報ツール(ポスター・リーフレット・動画)

作成・配付

全道
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各振興局

令和５年度モデル事業での検討を元に、
14(総合)振興局において、
地域のプラットフォームを設置 広報ツール（A3ポスターから引用）



地域におけるプラットフォームの形成

地域の関係者（分野を超えた官民の主体）が
顔の見える関係／ネットワークを構築し、連携・協働を推進

地方版孤独・孤立対策
官民連携プラットフォーム

市町村数は
２位の長野
県の2.3倍

面積は小さな
22都府県分が
入る大きさ

地域の実情
や社会資源
も様々 多様な

地域特性

 市町村で設置
（登別市、釧路市 R5に設置）

 14(総合)振興局で設置

地域ごとに
官民連携プラット
フォームが必要

全道版プラットフォーム
では

地域の住民から遠く、
関係者も広範囲で多い

孤独・孤立対策の重要な
理念である
「地域づくり」
「つながりづくり」を
推進することは難しい
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